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第１章             ＥＩＱ 分 析 要 旨  

Ⅰ ＥＩＱ分析 

   ＥＩＱ分析はＥＩＱデータを分析し、その結果を考察して、配送センターシステム 

  の計画及び機器の選定に役立たせるものである。               

 

Ⅱ ＥＩＱデータ 

   ＥＩＱデータは、注文件数（Ｅ）、注文種類数（Ｉ）、注文量（Ｑ）の分析であっ 

  てその内容は、注文伝票、または、出荷伝票と同じである。このＥＩＱデータを分析 

  するのがＥＩＱ分析であるが、注文伝票のＥＩＱデータにしても１日、１月、１年と 

  あり、これらのデータを全部集めて分析をするには手間と時間がかかる。 

   そこで、最初に最小限のデータで分析を行い、必要に応じて、詳しいデータで分析 

  を行うとよい。また、品物の形状・寸法・重量が違うときは、品物の形状・寸法・重 

  量をグルーピングして、それぞれのグループでＥＩＱ分析を行う。扱う品物の単位も 

  パレットとかケースに統一をした単位を用いる。 

      

Ⅲ ＥＩＱの説明 

 １ Ｅ＝注文件数 

    Ｅは注文件数、または出庫件数を表す。同じ客先の注文でも各支店への一括注文 

   ならば、各支店を各客先と考えて、それぞれ別な注文と考える。 

 

 ２ Ｉ＝種類数 

    Ｉは種類数であるが、衣料のように、同じ種類でも色やサイズが違うものは、 

それぞれ、別な種類と考える。衣料関係では、それらをＳＫＵ（Stock Keeping 

Unit ）単位と呼んでいる。 

 

  ３ Ｑ＝数量 

    Ｑは共通の単位、例えば、パレット、ケース、バラなどの、どれかの単位に統一 

   をして用いる。形状は、ケースを中心としてほぼ同じような大きさと考えるが、大 

   きいものと小さいものの差が大きいときは、それらを別なグループとして、それぞ 

   れの、グループでＥＩＱ表を作る。   

    数量Ｑのデータがすでに、パレット、ケース、バラなどに分かれているときは、 

   それぞれのグループでＥＩＱ表をつくるとよい。 

    ＥＩＱのデータ量が大きすぎて、ＥＩＱデータをまとめて分析することが大変なと

きは、代表的なグループだけの分析をしてもよい。例えば出荷先が数方面のときに

は、どれかの出荷方面の客先のＥＩＱ分析を行い、それを方面数倍したものを全体

のＥＩＱ分析と考えるような方法や、客先データを１０件に１件の割りで抜き取っ

て、ＥＩＱ分析を行い、それを１０倍して全体のＥＩＱ分析と考える方法もある。

このような抜き取り検査方法的な分析でもかなりの確率で、倉庫特性がわかるもの

である。  
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Ⅳ ＥＩＱ表（表１） 

   ＥＩＱ表は注文伝票、または、出庫伝票と同じである。Ｅは注文客先数、Ｉは注文 

  種類数、Ｑは注文数量を表す。ＥＱは注文数量、ＥＮは注文点数、ＩＱは注文種類数 

  量、ＩＫは注文重複数を表す。 

    表１は、横に注文種類Ｉ１，Ｉ2. Ｉ3, ・・・、縦に注文客先Ｅ1 ，Ｅ2 ，Ｅ3 ，・ 

  ・・ を示す。表１の中の数字は１例で、客先Ｅ１は、種類Ｉ1 ，Ｉ2 ，Ｉ3 ，Ｉ4, 

    Ｉ5 ，Ｉ6 の５点（注文点数ＥＮ＝５）について、それぞれ，３ケ５ケ，１ケ，２ケ 

  ３ケ合計１４ケ（注文数量ＥＱ＝１４）注文していることを示す。 

   客先Ｅ２は、種類Ｉ1 ，Ｉ3 ，Ｉ4 ，Ｉ5 の４点（注文点数ＥＮ＝４）について、 

  それぞれ，２ケ，４ケ，６ケ，７ケ合計１９ケ（注文数量ＥＱ＝１９）を注文してい 

  る。注文点数ＥＮは、行数、オーダーライン（Order line) とも呼ばれる。 

   種類 Ｉ1 は、客先Ｅ1 ，Ｅ2 ，Ｅ3 ，Ｅ4 ，の４件（重複数ＩＫ＝４）から、それ 

  ぞれ３ケ，２ケ，４ケ，２ケ合計１１ケ（出荷数量ＩＱ＝１１）の注文を受け出荷し 

  ていることを示す。種類Ｉ2 は、客先Ｅ1 ，Ｅ4 の２件（重複数ＩＫ＝２）からそれ 

  ぞれ，５ケ、８ケ合計１３ケ（出荷数量ＩＱ＝１３）の注文を受け出庫していること 

  を示す。各種類の出荷量（ＩＱ）の合計ＧＩＱ＝６５ケと各客先の注文数量ＧＥＱの 

  合計＝６５ケは同じであり、また注文重複数ＧＩＫ＝１６と注文点数ＥＮの合計ＧＥ 

  Ｎ＝１６との合計はそれぞれ同じになる。 

   注文重複数ＩＫは（Frequency of Order ）とも呼ばれる。 

 

Ⅴ オーダ・サイズ 

   ＥＩＱ表の、各注文の行の内容、例えば、何をどの位の数量注文しているかの数量

Ｑの大きさ、及び、どのような数字が、行のなかで多いか、などの検討を行うため

に、各行の内容をオーダ・サイズと呼ぶことにする。 

   表１で、客先Ｅ１は種類Ｉ1 ，Ｉ2 ，Ｉ4 ，Ｉ5 ，Ｉ6 の５点（ＥＮ）について、 

  それぞれ、３ケ，５ケ，１ケ，２ケ，３ケ合計１４ケ（ＥＱ）注文している。 

   この３ケ，５ケ，１ケ，２ケ，３ケ及び合計１４ケのＥＱ、注文点数ＥＮがオーダ 

  ・サイズで、この数値が３０，５０，１０，２０、３０で合計１４０ケなのか、又は 

  それぞれ３００，５００，１００，２００，３００で合計１４００ケなのかの注文数 

  字の大きさがオーダ・サイズである。 

   すなわち，種類当たりの注文が１０ケなのか、１００ケなのか、１０００ケなのか 

  の注文量の大きさや何点の注文（ＥＮ）なのかが重要である。 

  表２は大きいオーダ・ザイズを含むＥＩＱ表の例である。 

 

Ⅵ オーダ・パターン 

   ＥＩＱ表の、各行のオーダ・サイズの分布状態をオータ・パターンということにす

る。例えば，注文量Ｑが表２のような１，２，３ケなどと、小さい数字を含んでいる

オーダ・サイズが８０％で、１００，２００ケなどと、大きい数字を含んでいるオー

ダ・サイズが２０％の分布状態であるか、反対に、大きな注文量のオーダ・サイズが

８０％で、小さいオーダ・サイズが２０％なのか、のオーダ・サイズの分布状態が、
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オーダ・パターンである。 

ＥＩＱ表で言えば、客先Ｅの１行がオーダ・サイズであり、オーダ・パターンは 

ＥＩＱ表の各客先Ｅのオーダ・サイズを包括して表したものであって、ＥＩＱ表の

表全体がオーダ・パターンである。オーダ・パターンは、シングル ・ピッキングか

バッチ ・ピッキングのどちらがよいか、また、どのようなピッキング方法を用いた

ら能率的かを判定するのに役立つ。 

 

Ⅶ ＥＩＱ分析のキー・フアクター 

   ＥＩＱ分析はＥＩＱ表１で分かるように 

     １ 注文件数   Ｅ 

     ２ 注文種類数  Ｉ 

     ３ 注文数量   Ｑ 

     ４ 注文数量   ＥＱ 

     ５ 注文点数   ＥＮ 

     ６ 出荷量    ＩＱ 

     ７ 出荷重複数  ＩＫ 

     ８ オーダ・サイズ 

     ９ オーダ・パターン 

  の９つのキー・フアクターの分析が行えるので、一般に行われているＩＱのＡＢＣ分         

析よりは分析データが多く、配送センター ・システム計画に有効な手法である。 

   分析方法は、一般の統計分析手法を用いればよく、各キー・フアクターのＡＢＣ分

析と度数分析、ＰＣＢ分析をすれば、ほぼ、十分であるが、必要に応じ、さらに詳し

い分析を行えばよい。 
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表１             ＥＩＱ表 

略号   Ｅ＝ 客先数   :   Ｉ＝種類数  ：  Ｑ = 数量 

    ＥＱ＝ 注文数量 

    ＥＮ＝ 注文点数 

    ＩＱ＝ 種類ごとの注文量 

    ＩＫ＝ 種類ごとの重複数 

   ＧＥＱ＝ 総注文量 

   ＧＥＮ＝ 総注文点数 

   ＧＩＱ＝ 総注文量 

   ＧＩＫ＝ 総重複数 

   ＧＩＫ＝ 総重複数  

                                       

（表の数字は例を示す）         （１９８３ Shin  Suzuki ） 

 

 

         種  類 注 文  

数 量  

注文 

点数 

  

Ｉ １ 

 

Ｉ ２ Ｉ ３ Ｉ ４ Ｉ ５ Ｉ ６  Ｅ Ｑ ＥＮ 

Ｅ １ 

 

3  

 

5  0  1  2  3   14   5  

Ｅ ２ 

 

 2  

 

 0   4   6   7   0    19   4  

Ｅ ３ 

 

 4  

 

0   0   0  0   8    12   2  

Ｅ ４ 

 

 2   8   0   3   5   2    20   5  

客 

 

先 

 

注 

 

文 

 

伝 

 

票 
 

 

        

 

GEQ  

 

種 類 毎

注 文 量 

Ｉ Ｑ 11  13   4  10  14  13   GIQ   65  

  

 

 

 

GEN  

注 文 

重 複 数 

Ｉ Ｋ 

 

 4   2   1   3   3   3    GIK  

 

１６ 
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表２      ＥＩＱ表 (オーダ・パターン )  

 

略号   Ｅ＝ 客先数 

     Ｉ＝ 種類数 

    ＥＱ＝ 注文数量 

    ＥＮ＝ 注文点数 

    ＩＱ＝ 種類ごとの注文量 

    ＩＫ＝ 種類ごとの重複数 

   ＧＥＱ＝ 総注文量 

   ＧＥＮ＝ 総注文点数 

   ＧＩＱ＝ 総注文量 

   ＧＩＫ＝ 総重複数 

   ＧＩＫ＝ 総重複数 

 

         種  類  
注文 

数 量 

注文 

点数 

  

Ｉ１ 

 

Ｉ２ Ｉ３ Ｉ４ Ｉ５ Ｉ６  ＥＱ ＥＮ 

Ｅ１ 

 

3  

 

5  0  1  2  3   14  5  

Ｅ２ 

 

 2  

 

 0   4   6   7   0    19  4  

Ｅ３ 

 

400  

 

0   0   0  0  800   1200    2  

Ｅ４ 

 

200  800   0  300  500  200   2000   5  

客 
 
先 
 
注 
 
文 
 
伝 
 
票  

 

         

種類毎

注文量 

ＩＱ 605  805   4  307  509  1003   3233  

  

 

 

 

ＧＥＮ 

注文 

重複数 

ＩＫ 

 

 4   2   1   3   3   3     ＧＩＫ 16 

(1983 Shin Suzuki) 

 


